
法

然

上

人

の
浄

土

開

宗

に
関

す

る
諸

問

題

　

坪

井

俊

映

法

然

上
入

は
選
択

集

の
初

め
に

道
綽

の
安

楽
集

に
説

く
聖

浄

二
門

の
教
説

を

あ
げ

て
、

聖
道

門

に
対
し

て
浄

土
門

の
独

立
す

べ
き

こ
と

を

あ
か

し
、

ま

た
科

語

燈

録

に

「
我

今

浄

土
宗

を

立

で

る
意

趣

は
凡

夫

の
徃

生
を

示

さ

ん
が

た

め
な

り
」

い

つ

て
、

凡

夫
牲

生

の

た

め

に
浄

土

酬
宗

を

別

立

す

べ
き

こ

と
を
説

い

て

い
る
。

こ

れ
は

親
鸞

が
新

宗
派

の

開

創

を

意

識

す

る

こ

と

な

く
、

後

匿

に

な

つ
て
真
宗

開

祖

と
仰

が
れ
た
の
と
は

異

つ
て
い
る
。

こ

の
法

然

上

入

の
浄

土
宗

開
創

の
年

次

に

つ
い

て
、

現

今

、

定

説

と

な

つ
て

い
る

の
は

四

十

八
巻
伝

に

「
承
安

五
年

の
春
、

生
年

四

十

三

才
、

た
ち

ど

こ

ろ

に
余

行

を
す

て

て

一
向

に
念

仏

に
帰

し
給

ひ

け

り
」

と

あ

る
文

で

あ

つ
て
、

こ

の
年

次

を

も

つ

て

一
般

に
立

教
開

宗

と

し

て

い
る
。

し

か

る

に
戦
後

、

黶
史

の

研
究

が
盛

ん

に

な
り
、

法

然

上

人
伝

の
研

究

が
宗

内
外

の
学

者

に

よ

つ
て
行

わ

れ

る

と
共

に
、

浄

土

開

笨
年

次

の
問

題

が

、

こ

れ
ら

の
入

々

に
よ

つ
て
感
卅
に
論

述

さ

れ

る

に
至

つ
た
。

次

に
そ

の

代

表

的

な
説

を

記
述

す

る

。

一
椎
尾

弁

饐
博

士

は

賃
本

浄

土

教

の
中

核

に
お

い
て
、

定

説

と

さ
れ

る
四
十

三
才

立

教
開

宗

説

を

否
定

し

て

四
ナ

三
才

の

下
山

は
高

倉

天
皇

に
讐授
戒

の

尭

め

で
あ

つ

て
、

こ

の
時
浄

土

宗

教

団

を
開

創

し

た
と

は
云

え

な

い
。

上
人
め

思
想

の

}
大

転

換

に

よ
り

専

修

念

仏

の
行

者

と

な

つ
た
時

が

開
宗

で

あ
る

き

し
、

思
想

信
仰

の
深

化

の
面

よ

り

昆

て
、

四
十

三
才

以
後

を

十

年

一
期

と

し

て
四

期

に
分

ち
、

矛

三
期

(
六
十

三

才

七
十

三

才
頃

ま

勇
)

の
凡

入

報

土
、

選

択

本

願
念

仏

顕
揚

の
時

が
新

宗

別

立

の
時

と
さ

れ

て

い
る
。



法然上人の浄士開宗に関する諸問題

即

ち
選

択

集

述

作

の
年

(
六
十

六
才

)
前

後

に
新

宗

開

創

を
見

て

い
ら

れ
る
様

で
あ

る
。

二
、

重

松
明
久

氏

は

論
文

「
浄

土

宗

確

立
過

程

に

お
け

る
法

然

と
兼
実

と

の
関

係

」

(
名

大
文

学
部

研
究
論

集

)

に
て
、
浄

土

随

聞

記
、

還
北

越
書

等

に
よ
り

、

六
十

六
才
選

択

集

述

作

の
年

を

も

つ
て
開
宗

宣
言

と

し

て

い
る
⑨

三
、

田
村

円

澄

氏

は
法

然

上
人

伝

の

研
究

に
て
、

四

十

三

才

は
叡

山

を
離

れ

た
年

で

あ

つ
て
、

開

宗

で

は

な

い

と
し
、

専

修
念

仏

に
帰

入

し

て
後

の

授
戒

は

「
法

然
自

身

の
偽

れ

る

装

で
あ

る
」

と

い
う
。

四
、

井

上
光
貞

氏

は

日

本
浄

土

教
成

立

史

の
研

究

に
お

い
て
、

選

択
本

願
念

仏

説

は
建

久

元
年

(
法
然

五
十

八

才

)
作

と
す

る
三

部

経
釈

以
後

に
見
え

る

か
ら
、

こ

の
時

ま

で

に
、

こ
の
考

え

が
成

立

し

て

い
た
こ

と

は
明

ら

か
で

あ
る
。

従

つ
て

専
念

主
義

帰

人

は
離

山
を

含

む
前

後

相

当
長

い
間

を

想
定

す

べ
し

と

い

つ
て
、

四
十

三

才

よ
り
五

十

八
才

ま

で

に
専

念

主

義

の
帰

入

即

ち
浄

土

開

宗

が

あ

つ
た
と

さ
れ

る
。

五
、
福

井

康

順

博
士

は

日

本
印

度
学

仏

教

学

研
究

矛

十

号

に

て
、

七

ケ
条

起

請
文
、

送

山

門
起

請
文

の
内

容

よ
り
考

え

て
.

こ
れ

ら

の
起

諸

文

を

書

か

れ

た
時

七
十

二
才

ま
で

に
天

台
宗

を
離

れ
る

こ

と
は
出
来

な

か

つ
た

従

つ
て
真

の
立

教
開

宗

は

七
十

二
才

以

後

に

あ
り

と

さ

れ

て

い
る
。

以

上

を
要

約
す

る
と
開

宗

年

次

に

つ

い
て

一
番

若

い
年

代

を
主
張

す

る

の

は
井

上
光

貞

氏

で
四

十

三
才

よ
り

五

十
八

才

ま

で
、

一
番

老

年

と

さ
れ

る
は
福

井

康

順

博

士

で
七

十

二
才

以
後

、

椎
尾

樽

士

と
重
松

氏

と

は
大
体

類

似
し

て

い

て
も

六
十

六
才

又

は
そ

の
前

後

に
開

宗

が

あ
る

と

さ
れ

る
。

こ

の

う
ち

福
井

康

順

博

士

の
説

は
、

そ

の
立

論

の
根

拠

と

さ

れ
る

七

ケ
条
制

誡

、
送

山
門

趨
請

文

が
法

然

滅

後

に
造
ら

れ

た

と
考

え

ら
れ

る

か
ら

(
日
本

印

度

学

仏

教
学

研
究

一

一
号

の
拙
騰

)

こ
の
説

は
再
考

す

べ

き
兪

地

が

あ
り
、

重
松

氏

の
選

択

集
述

作

の
年

と
す

る
説

は
、

こ
れ

は
藤

原

兼
実

の
請

に
よ

り

て
法

然

上
人

が
旨

己

9



の
思
想

信

仰

を
述

べ
ら
れ

た

も

の
で

あ

る

か
.ら
、

こ

の
時

ま

で

に
浄

土

門

の
独
立

と

選
択
本

願

念

仏
説

の
思

想

の
あ

つ
た

こ

と
が

考

え

ら
れ

る
。
.従

つ
で

こ

の
選

択

集
述

作

の

六
十

六
才

は
専

修
念

仏

帰

入

の
最

上
年

限
を

示

す

も

の
と

す

る

こ
と

が

で
き

る
.

さ

れ

ば
最

上
限

を

六
十

六
才

選

択
集

述

作

に
お

い

て
、

最
下

限

を
井

上
光
貞

氏

の

い
う
如

く
、

叡

山

の
離

脱

に

お
く

と
、

四

十

三

よ

り
六
十

六
才

ま

で
の

二
十

三
年

間

に
、

法

然

上
入

の

思

想

に
大

な
る

転
換

が
み

つ
た

と
考

え

ら

れ

る
。

ひ

の
間

に
お

け

る
記

録

さ

る

べ
き
事
象

と
し

て
、

大

原

談
義

(
文

治

二
年

五
十

四

才

Y
、

東

大
寺

の
三

経
講

説

(
建

久

元
年

五

十

八
才

)

逆

修

説

法

(
師

秀
逆

修
、

建
久

五

年

六
十

二
才

)
、

選

択

集

述

作

(
建

久

九

年

六
十

六
才

)

の
四

の

出
来

事

で

あ

る
。

そ

れ

で

こ
れ
ら

の
著
作

に

現

わ
れ

た
法

然

上

人

の
思

想

信
仰

の
進

展

変

化

を

見

る

な

ら
ば

、

偏

俄
善

導
、

選
択

'本

願
念

仏

説
、

凡
入

報
土

等

の
特

異

な
教

説

の
翼

わ

れ

か
ら

た

に

よ

つ

て
、

専

修

念
仏

帰

入

の

年
次

が

推

定

せ
ら

れ

る
。

そ

れ

で
椎
尾

博

士

が
醫

わ

れ

る

如

・丶

「
思

想

の
進

展

に

ょ

つ
て
、

專

修
念

仏

行

者

と

な

つ
た

の
が
立

教
開

宗

で

あ
る
」

と
す

る

な
ら

ば
、

大
体

六

十
才

前
後

を

も

つ

て
浄

土
開

宗

と
す

べ

き
で
あ

る
う

か

く

の
如

く

諸
学

者

は

承
安

五

年
四

十
三

才
浄

土
開

宗

の
定

説

を

否

定

し

て
新

し

い
開

宗

年

次

を
主

張

さ
れ

て

い
る
。

私

も

こ
の
説

に

は
賛

意

を
表

す

る
も

の

で

あ

る
が
、

開
宗

の
契

機

を

思
想

進

展

の

後

に

の
み

求

め

て
、

か

か

る
特

色

あ

る

思
想
.を
生

ん
だ

基

礎

母
体

た

る
法

然

の
善

導

教
学

受
容

に

つ

い
て
の

考

察

が
略

さ

れ
て

い
る

こ

と

に

つ

い
て

は

叫
考
す

べ
き
余

地

が

あ

る
。

法

然

上
人

の
浄

土

教

は

恵

心

の
徃

生
要

集

の
浄

土

教

の
延

長

で
は

な

く
、

こ
れ

を
超

え

て
善

導

の
浄

土

教

に

帰

入

し
、
・
こ
れ

を
母

体

と

し

て
出

来

上

つ

た
も

の
が
、

選

択

本

願

念

仏
、

凡
入

報

土

説

等

の
特

異

あ

る
法

然
浄

土

教

で
あ
る
。

牲

生
要

集

の
浄

土

教

は
黒

谷

に
籠

居

さ
れ

て

い
る

と

き
㌔

殿

ち
青

年

時

代

に
接

触

ざ
れ

た

の

で

あ
る

か
彰
、

そ
れ

以

後

選

択

本

願

念

仏

説

を
主

張

さ

れ

る

六
十
才

前

後
ま

で

に
恵

心
ポ

リ
善

導

へ
の

思
想

転
換

/O



法然上人の浄士開癢に関する諸問題

が

あ

つ
た

と
考

え

る
。

こ

の
思

想

転

換

の

契

機

と
し

て
最

近
法

然

の
南

都
遊

学

が

諸
学

者

に
よ

り
て

取

り
み
げ

ら

れ

て

い
る
。

こ

の
南

都
遊

学
、

諸
学

者

歴

訪

の
時

期

、
期

間

が
何
年

で

あ

つ
た

か

は
詳

し
く

知

る
こ
と

が
出

来

な

い
が
、

醇

都

三
論

系

の
浄

土

教
学

者

、
永

観

、

珍

海
、

重
誉

の
如

き
善

導

の
思
想

を
濃
厚

に
受

け
入

れ

た

人

師

の
浄

土

教

に
大

ぎ

な
影

響

を

受

け
ら

れ

た

こ
と

は
言

を

ま
た

な
い
。

か

く

し
て

恵
心

の
徃

生

要

集

の
浄

土

教
よ

り
善

導

の
浄

土

教

に
帰

入

さ
れ

た
。

法

然

上

人

の

生

涯

を
通

じ

て
展

開

し

た
浄

土

思

想

に

つ
い
て
、

徃

生
要

集

の
浄

土
教

の
時

代

と
善

導

の
浄

土

ぬ

教
の

・時
代

と

に
区

分

し

て
考

え

る

こ

と

が
出

来

る

そ
れ

で
善

導

の
浄

土

教

に
帰

入

し

た
時

を
も

つ

て
立

教
開

宗

の
時

期

と
す

る

か
、

ま

た

は
選

択
本

願

念

仏

説

等

の
特

異

な
る

法
然

教

義

が
樹

立

さ
れ

た
時

を

も

つ
て
立

教
開

宗

と
す

る
か

は
、

学

者

の
見

解

に

よ

つ
て
そ

れ
ぞ

れ
相

違

が
出

来

て

く

る
。

上
記

の
椎

尾

博
士

等

の
諸

学

者

の

考

え

は
、

い
つ

れ

も
選
択

本

願
念

仏

説

樹

立

の
時

を

も

つ
て
立

教
開

宗

と

さ

れ

て

い
る

の

で
あ
る
。

さ

れ
ば

法

然

上
人

門
下

並

に
そ

の
伝

記
作

者
達

は

こ

れ
を

い
か

に

考

え

て

い
た

か
。

四
十

八

巻
伝

に
よ

る

と
、

承

賢
五

年
四

十

三
才

の

時
、

善

導

の
疏

に

よ
り

て
念

仏

に
帰

一
し
、

ま
も

な
く

黒
谷

を
去

ウ
て

西
山
広

谷

に
行

か
れ

た

と
す

る
。

そ

し

て

こ

の
四

十

三
才

を
契

機

と

し

て
自
行

化

他

に
歩

ま

れ

た

と

し
て

い
る
。

こ
れ

が
従

来

い
わ

れ

て

い
る

立
教
開

宗

の

年
次

で
あ

る
.

こ
れ

よ
り
古

い
成

立

と

い

わ

れ

る
諸

伝
∵記
を

見

る
と
次

の
如
く

な

つ
て

い
る
の

九
巻

伝

(
具
名

は
法

然

上
人

伝

記

九
巻

)

に
よ
る

と
四

十

三
才

の
時

を

も

つ

て
黒

谷

を
去

ら

れ
た
年

と

し
、

「
吉

水

に
住

し
浄

土

の
法

門

を

談
ず

」

と

あ

り
、

善

導

観

経
疏

の

一
心

専
念

の
文

に
よ

る
善

導

の
浄

士
教

帰

入

を

そ
れ
以

前

と

し

て

い
る
。

覚

如
の
拾

遺

古

徳

伝

で
は
、

四
十

三
才

黒
谷

を
出

て
吉
水

に
住

す

」

と
あ

つ
て
、

四

十

二
才

に
黒
谷

を
離

別

ié



し

た
と

し
、

善

導

浄

土

教

帰

入

を
そ

れ

以

前

と

し

て

る
。

し

か

し
こ

の
善

導
浄

土

教

帰

入

に

つ
い
て
、

「
徃

生

要

集

を

先
達

と

し

て
浄

土

門

に

入

る
」

と

し
、

「
観
経

疏

を
三

度

び

見

て
浄

土
宗

義

を
得

た
り
」

と
記

し

て

い

る
。

こ

れ

に

は

一
心

専
念

の
文

は
記

述

さ

れ

て

い
な

い
。

弘
願

本

(
具
名

は
法

然

聖
人

絵

〉
.
で

は
、

「
承
安

四

年

春

四

十

二
才

黒

谷

を
出

て
、

吉

水

に
住
し

て
他
を

利

益

す

る
」

と

い

う
。

善

導

浄

土
教

帰

入

に

つ

い

て

は
記
述

し

て

い

な

い
。

四

巻

伝

(
具
各

は
本
朝

祖

師

伝

記
絵

詞

四
巻

)

に

よ

る

と
要

元

元
年
(承
安

五
髢

四

十

三

才

よ
り
諸

経
所

讃

多

在
彌

陀

の
文

に

よ
り

毎
目

七

万

遍

の
念

仏

を

唱

え
る
」

と

い

つ
て
.

観

経
疏

に
あ

か
す

上
来

雖
説

定
散

両

門
之

益

s000
00
00
彌

陀

仏
名

の
文

を

記

し

て
、

「
上

入

閑

に
浄

土

を

観

じ
給

い
」

七
万

遍

の
念

仏

者

と

な

つ
た
こ

と
を

記

し

て

い
る
。

そ

れ

で

こ

の

四
巻

佞

で

は
、

四

十

三
才

は
、

念

仏

行

者

羅

な

つ

た
年

で
あ

つ

て
、

叡

山

離

別
の

年

と
し

て
な

い
。

而

も

こ

の
伝

で
は
念

仏

門

に
入

つ
た
契

機

と

し

て
天

台
浄

土

教

と
善
導

浄

土

教

と

が

同

じ
比

重

で
取

り
扱

わ

れ

て

い
る
。

醍

醐

本

(
具

名

は
法

然

上
人

伝

記

)

で

は
、

こ
れ

に

つ

い
て

明

確

な
年

幾

を
記
述

し

て

い
な

い
が
、

四

十
余

年

天
台

を

習
学

し
、

徃

生

要

集

を

先

達

と

し

て
浄

土

門

に
入

り
、

善

導

の
疏

に

よ

つ

て

乱

想
凡

夫

の
浄

土
徃

生

の

道
理

を
知

つ
た
と

す

る
。

従

つ
て

四
十

才

を

過

ぎ

て
か
ら

徃

生

要

集

に
ょ

つ
て
浄

土

門

に
入

つ
た

こ
と

に
な

る
.

こ

れ

に

は

一
心

専

念

の
文

は

な

い
。

私

日

記

(
具

名

は
源

空

聖

人

私

日
記
)
に
は
安

元

元
年

(
承

安

五

年
)四
十

三

才

の
時
、

浄

土

門

に
入

り
、

閑

か

に
浄

土

を
観

ず

と

あ
る

か

ら
、

こ

れ

は
徃
生

要

集

の
念

仏

を

修

し

て

い
た

こ
と
が
知

ら
れ

る
。

こ
れ

に
は
叡

山

離
脱

の
こ

と

は
記

述

し

て

な

い
。

む

む

む

む

む

む
む

む

む

か
く

の

如

く
諸
伝

記

の

記
事

を

比
較

し

て
見

る
と

、

私

賃

記
、

醍

醐

本
、

四

巻

伝

は
四
十

三
才

を

も

つ
て
浄
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法然上人 の浄士開宗に関する諸閥題

土

門

に

入

つ
た

年

と

し
、

そ

の
契

機

と

し

て
徃

生

要

集

が
大

き

く

取
り
扱

わ

れ

て

い
る
。

そ

し

て
善

導

の
観

経

疏

は

そ
れ

以
後

の

こ
と

と

し

て

い
る
。

し

か

し
法

然

の

さ
と

つ
た
所

の

も
の

は
徃

生

要
集

の
念

仏

で

は
な

く
、

善
導

の
浄

土
教

で
あ

つ
て
、

乱

想

の
凡

夫

の
浄

土

徃

生

は
称

名

念
仏

に

あ
る

こ
と
を
強

調

し

て

い
る
。

而
る

に

こ

れ
が

上
記

三

伝

よ
り

後

に
成

立

し
た

と

い
わ

れ

る
弘

願
本

、
古

徳

伝
、

九

巻

伝
、

四
十

八

巻
転

に

む

む

む

む

む

む

む

む

む

む

む

む

む

な

る

と
、

四

十

三

才

を
黒

谷

離

別

の
年

と
し

馬

そ

れ
以

前

に
善

導

の
浄

土

教

へ
の
帰

入
が
あ
つ
た
と
し

て

い
る
。

(
但

し
四

十

八
巻

伝

は
善

導
浄

土

教

帰

入

を
四

十

三
才

と

し
、

帰

入
期

黒

谷
離

別

と
し

て

い
る

)

そ

れ

で
諸

伝

記

を

通
じ

て
考

え

ら

れ

る

こ
と

は
、

四

十

三

(
二
)

才
、

ま

た

は
こ

の
時

を
去

る
こ

と
遠

か

ち

ざ

る
時

期

に
浄

土

門

へ
の
帰

入

が
あ

つ

た

と

い

う
こ

と

で

あ
る
。

そ
の

契

機

と
し

て
古

い
俵
記

で
は
恵

心

の
牲

生

要

集

が
強

く

打
出

さ
れ

、

後

匱

の
も

の
は
善

導

が
強

く

画

か
れ

て

い
る

こ
と
で

あ

る
。

而

て

私

日
記
、

醍
醐

本
、

四

巻

伝

が

書

か
れ

た
と

き

は
、

法

然

上
人

の
門

弟

が
未

だ
生

存

し

て

い
た
時
代

で

あ
り
、

且

つ
矢

台

教

団
、

南

都

仏

教

教

団

よ
り
熾

烈

な
迫
害

が
行

わ

れ
て

い
た
時

で
あ

つ
た
.

し
か
し

こ
れ
ら

の
伝

記

は
法

然

上
人

に
直

接

面
接

し

た
人

、

ま

た

は

そ

れ
ら

の
人

の
見
聞

を
基

礎

と

し

て
書

い

た
も

の

で
あ

る

か
ら

全

然

虚
偽

の

こ
と

が
書

か

れ

て

い
る

と

は
思

わ
れ

な

い
。

こ
れ

ら

の
伝

記

作
者

の
関

心
事

は
法

然

上
人

が

黒
谷

を
離

別

さ
れ

た

と

い
う

こ
と

よ
り

も
、

い

つ
浄

土
門

に
帰

入

さ

れ
た

か
が
・問
題

で
あ

つ
た
。

し

か

し
浄

土

門
帰

入

と
・い
う

こ
と

は
精

神

的

の

も
め

で

あ

る

か
ら

い
か

に
面

接

の
弟

子

達

で
あ

つ
て
も

こ

の
信
仰
転

換

の
時

期

は
明

確

に

つ
か

む

こ

と
が

出

来

な

い
。

そ

れ

で
恵

心

僧
都

が
徃

生

要

集

を
著

し

た

の
が
四

十

三
才

で
あ

り
、

最
澄

が
天

台

宗

立

教

の
公

許

を
得

た
め

が
三

十

九

才
で

あ
り
、

四
十

三

才

の
時

に
は
年
分

度
者

八
人

を
賜

わ

つ

て

い
る

か
ら
、

か

か

る
点

よ
.勾
考

え
で

弟

子

達

が
承

安

五

年
四

十

三

才

を
も

つ
て
浄

土

餌
,帰

入

の
年
隻

し

た
の

で

あ
ろ

う
。
-四

十

一二
才

と

い
う
年

齢

に

つ

い
て

は
、

四
十

才

で
も

四

十

五
才

で̀
も
よ

い

の
鰭

あ

り

て
、

と
も
角
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こ
め

頃

に
思

想

の
大

奄

換

の
あ
り

た

こ
憶
乏

を
弟

子

達

は
知

つ
て

い
た

ρ
誘

濁
幡

。
、
そ
の
転

換

の
契

機

が
恵

心
の

徃

生

要

集

で

あ
る

か

、

善

導

の
観

経

疏

で

あ

る

か
は
、

弟

子

達

ま

た

は

伝

記
作

者

の
主
観

に
よ

つ
で
異

な
ざ
。
、

而

て
後

世

成

立

の
伝
駝

に
丶な
る

ほ

ど
徃

生

要

集

の
影

が
薄

く

奴
り
、

善

導

の
観

経

疏

が
強

く

打
出

さ
れ

乃

と
共

に
、

黒

谷

離
別

か

重

視

さ

れ
、

選
択

集

に
説

ぐ
捨

聖

帰
浄

の
理

論

を

も

つ
て
、

こ
れ

を
解

し
、

黒

谷
離

脱

郡
浄

土

門
開

宗

と

し

て

い
る

の
で

あ

る
。

そ

れ

で
椎

尾

博

士
並
に
そ
の
他

の

学
者

が

い
う
如

く
、

六
十
才

を

過
ぎ
で
凝

匚

ら

思
想

に
大

転

換

が

あ

つ

た
と

は
、

弟

子

達

は
誰

れ
も

認

め

て

い
な

か

つ
た

の

で

あ
る
。

ヒ
ニ

七
か
し
塗

門
の
独
立
を
明
讙

う
顧撫
わ
れ
た
の
は
袰

集
宏

る
.
し
.か
蓉

か
る
撰

誘

偲
想
窪

み
出

す

蠍

体

と

な

つ
た

も

の

は
善

導

の
浄

土

教

で
あ

る

か

ら
、

善

導

の
浄

±

教

へ
の
帰

入

を
重
視

す

る

か
、
冫

撰

纛

念
仏
慧

の
鑾

遥

視
蕩

蛮

惨

町
、
塗

菓

衝

糞

な
磨

鶏

蒙

急

"毒

筍

法
然

の
弟

子

達

臨
善

導

の
浄

土
教

帰

入

を

電
視

レ
、

椎
尾

簿

士

等

の
新

説

に

選
択

本

願
念
.仏
恩

想
樹

立
を
重

視

す

る

の

で

あ
る
、
、た

だ

こ

凱
で
L注

意

す

べ
き

こ
と

は
古

い
伝

記

。
醍

醜

本

で

は
浄

土

阿
帰

入
の

契

機

を
徃

生
要

讐

る
、

次

に
成

立
斐

伝
記

(
古
徳
伝
、
九

巻
伝
)

で
は
善
導

の
糶

疏

が
強

く
打
崇

厩
、
～
暑

遜

義

立

し
た

と

い

わ
れ

る
殴
十

八

巻

伝

で
は
善

導

の
浄

土

教

へ
帰

入
即
浄

±

門
の

独

立
隠

叡
叫

の
離

捌

が
弦

ぐ

再

か

れ
て

い
る
こ
と
で

あ

つ
て
,

四
+
蓋

遂

思
想
黶

に
村

、
て
、
諸

伝
瀧
は
三
澱

蔆

化
し

て
い
る
。

殊

に

四

十

八

替
依

で

は

麒,
浄

土

開

宗

の
巻

」

な

る

題
名

の
も

と

に
善

導

の
浄

土

教
、ぺ
、⑳
帰

入

が
書

か
れ

て

い
る
。

し

か

る
に
乙

の
四
十

八
巻

伝

の

底
本

と

い
わ

れ
惹

九

巻

伝

で
な
、

こ

の

記
慕

が

「
住
吉

水
念

仏
弘

通
事
」
.
な
る
題

号

の

も
と

に
記

さ

れ
、

そ

れ
以

前

の

成

立

の
伝

記

に

は
、
門
浄

土

開

宗

」
、

ま

た

は

こ
れ

に
類
似

す

る

語
句

を
見

出

す

こ
と

が
出

来

な

い
。

そ

れ

で
四

十

三

(
二
)

才

の
浄

土

門

帰

入
を

も

つ

て
浄

士

開
宗

と

し
た

の
は
四

十

八

巻
伝

よ

り
始

ま

る
様

で
あ

る
。
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さ

れ

ば
椎

尾

博
士

等

の
諸

学

者

が

主

張

す

る
如

く
選

択

本
願

念

仏

説
樹

立

の
時

を
も

つ
て
法

然

の
浄

土
開
宗

の
年

次

と
す

る
か
、

ま

た

は
四

十

八

巻

伝

の
著

者

の
如

く
、

選

択

本

願

念

仏

説
樹

立

の
母
体

で
あ

る
善

導
浄

土

教

へ
の
帰

入

を
も

つ
て
開

宗

年

次

と
す

ツε
か

は
観

点

の
異

に

よ
り
両

説

と
も

に
成

立

つ
と
考

え

る

の
で

あ
る
。

(
本

学

教

授

)

法然上人の浄土開宗に関する諸問嬲

is


